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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ド
コ
モ
へ
の

Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
株
式
公
開
買
い

付
け
）
が
成
立
（
17
日
）。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
91
％
の
株
を

取
得
し
ド
コ
モ
を
完
全
子

会
社
化
し
た
」「
11
日
に
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

な
ど
28
の
電
気
通
信
事
業

者
が
公
正
な
競
争
環
境
が

阻
害
さ
れ
る
と
の
意
見
書

を
総
務
大
臣
に
提
出
し
て

い
た
」「
20
日
、総
務
大
臣

　

新
型
コ
ロ
ナ
第
３
波
に

菅
政
権
の
対
策
は
無
為
無

策
と
い
う
ほ
か
有
り
ま
せ

ん
。

　

日
本
共
産
党
は
12
日
、

「
検
査
・
保
護
・
追
跡
の
抜

本
的
強
化
を
」
と
の
提
言

を
発
表
、
緊
急
の
対
応
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

感
染
拡
大
の
「
第
３
波
」
到
来
を
直
視
し
、

「
検
査
・
保
護
・
追
跡
」
の
抜
本
的
強
化
を

　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党
が
提
言

は
通
信
の
競
争
環
境
の
確

保
に
向
け
有
識
者
会
議
を

設
置
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
（
11
月
17
～
20
日
）。

「
社
長
は
講
演
の
冒
頭
で

ド
コ
モ
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
成
立

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
」

「
社
長
講
演
と
研
究
企
画

部
門
長
の
講
演
の
画
像
が

乱
れ
た
。
あ
と
で
乱
れ
の

無
い
録
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ

た
」「
各
展
示
は
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
者
が
３
分
ほ
ど
で

説
明
し
て
い
た
」「
７
月
に

新
設
さ
れ
た
宇
宙
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
研
究

は
興
味
深
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
27
日
、重
症
者
は
４
３
５

　

第
１
は
、
無
症
状
の
感

染
者
を
把
握
・
保
護
す
る

た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜

本
的
拡
充
で
す
。

　

感
染
急
増
地
（
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
）
と
な
る
リ
ス

ク
の
高
い
全
国
の
繁
華
街

で
の
「
大
規
模
・
地
域
集

中
型
の
検
査
」
と
、
医
療

機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど

に
対
す
る「
社
会
的
検
査
」

の
実
施
で
す
。
こ
れ
ら
を

「
自
治
体
任
せ
」で
は
な
く

全
額
国
庫
負
担
で
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
は
、
感
染
追
跡
を

専
門
に
行
う
ト
レ
ー
サ
ー

を
確
保
し
、
保
健
所
の
体

制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る

こ
と
で
す
。「
検
査
、保
護
、

追
跡
」
を
一
体
で
推
進
し

て
こ
そ
感
染
拡
大
を
抑
止

で
き
ま
す
。

　

第
３
は
、「
医
療
崩
壊
」

を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
た

め
に
、
医
療
機
関
の
減
収

補
て
ん
、
宿
泊
療
養
施
設

の
確
保
を
行
う
こ
と
で
す
。

インピーダンス・ホームページの
リニューアルのお知らせ
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テレワーク　長時間労働招く
原則禁止に反し６割残業可

　　　厚労省調査

　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し

て
い
る
企
業
の
う
ち
59
・

１
％
が
時
間
外
労
働
を
認

に
認
め
な
い
理
由
に
つ
い

て
は
、「
労
働
時
間
管
理
が

で
き
な
い
」
49
・
５
％
、

「
健
康
に
悪
影
響
」
24
・

６
％
で
し
た
。

　

在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
労
働
者

た
ち
か
ら
、「
パ
ソ
コ
ン
画

面
か
ら
離
れ
る
時
間
が
少

な
く
な
り
、
無
理
し
て
残

業
し
て
し
ま
う
」「
労
働
時

間
管
理
が
あ
い
ま
い
に
な

り
、
成
果
主
義
で
長
時
間

労
働
に
追
い
立
て
ら
れ

る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

め
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
厚
生
労
働
省
が

16
日
、公
表
し
ま
し
た
。同

省
の
指
針
で
は
、
長
時
間

労
働
を
防
ぐ
た
め
深
夜
・

休
日
労
働
と
あ
わ
せ
て
原

則
禁
止
と
す
る
よ
う
例
示

し
て
お
り
、
指
針
が
守
ら

れ
な
い
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

時
間
外
労
働
を
認
め
る

理
由
は
「
オ
フ
ィ
ス
勤
務

者
に
も
認
め
て
い
る
」
が

74
・
５
％
と
最
多
で
、「
そ

の
時
間
帯
で
な
い
と
行
え

な
い
業
務
が
あ
る
」が
25
・

６
％
と
続
き
ま
し
た
。
逆

大
企
業
優
遇
は
明
ら
か
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

菅首相答弁
頼むから日本語をこれ以上
痛めつけないで
　　　上代文学会

　

大
企
業
（
金
融
保
険
業

を
除
く
）
が
も
つ
２
０
１

９
年
度
末
の
利
益
剰
余
金

内
部
留
保
が
増
え
た
わ
け
は

賃
金
抑
え
込
み

　
　
大
企
業
は
社
会
的
責
任
果
た
せ

　

中
国
の
全
人
民
代
表
大

会
常
務
委
員
会
は
11
日
、

香
港
立
法
会
（
議
会
）
に

関
し
て
「
中
国
に
よ
る
香

港
へ
の
主
権
行
使
を
認
め

な
い
場
合
、
議
員
資
格
を

失
う
」
な
ど
規
制
強
化
の

新
た
な
決
定
を
承
認
し
ま

香港 民主派議員の資格剥奪
「一国二制度」形骸化の暴挙

　志位委員長が強く非難

人
と
５
日
連
続
で
過
去
最

多
を
更
新
し
た
」「
25
日
、

日
本
医
師
会
の
中
川
会
長

が
全
国
で
医
療
提
供
体
制

が
崩
壊
危
機
に
直
面
し
て

い
る
と
強
い
危
機
感
を
示

し
た
」「
27
日
、政
府
の
コ

ロ
ナ
分
科
会
の
尾
身
会
長

が
国
会
答
弁
で
個
人
の
努

力
に
頼
る
ス
テ
ー
ジ
は
過

ぎ
た
と
述
べ
、
政
府
や
自

治
体
に
対
策
強
化
を
求
め

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
政
府
は
札
幌
市
、大
阪

市
を
目
的
地
と
す
る
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
、

24
日
か
ら
一
時
除
外
を
決

定
し
た
」「
政
府
の
対
応
は

遅
す
ぎ
る
。
東
京
が
除
外

公
職
選
挙
法
お
よ
び
政
治

資
金
規
正
法
違
反
だ
」「
安

倍
前
首
相
の
虚
偽
答
弁
を

援
護
し
て
き
た
菅
首
相
の

責
任
は
重
大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
。「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
４

年
連
続
。
11
度
目
の
シ

リ
ー
ズ
制
覇
だ
」「
巨
人
は

戦
略
や
選
手
の
気
持
が
空

回
り
し
て
い
た
」「
セ
リ
ー

グ
と
パ
リ
ー
グ
の
力
の
差

も
大
き
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
11
月
場
所
。「
貴

景
勝
が
優
勝
決
定
戦
で
照

ノ
富
士
を
下
し
優
勝
し

た
」「
一
人
大
関
の
重
圧
に

耐
え
て
の
優
勝
は
立
派

だ
」「
横
綱
審
議
委
員
会
が

白
鵬
、
鶴
竜
に
対
し
て
内

規
に
基
づ
く
『
注
意
』
を

　

日
本
の
古
代
文
学
の
研

究
者
ら
で
つ
く
る
「
上
代

文
学
会
」
は
、
戦
前
、
津

田
左
右
吉
が
『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』研
究
を
国
家

権
力
に
抑
圧
さ
れ
た
経
緯

を
踏
ま
え
、
そ
の
受
難
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
立

場
か
ら
、
学
術
会
議
を
め

ぐ
る
菅
政
権
の
措
置
を

「
非
常
識
極
ま
る
強
権
発

動
」
と
す
る
抗
議
声
明
を

発
表
。

　

と
く
に
言
語
表
現
を
扱

う
同
学
会
と
し
て
、
任
命

拒
否
の
理
由
を
管
総
理
が

ま
と
も
に
説
明
し
よ
う
と

せ
ず
、「
日
本
語
の
破
壊
が

目
に
余
る
」
と
指
摘
。
皮

肉
を
こ
め
、「
日
本
語
の
無

力
化
・
形
骸
化
を
深
く
憂

慮
し
ま
す
。
頼
む
か
ら
日

本
語
を
こ
れ
以
上
痛
め
つ

け
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

（
内
部
留
保
の
主
要
部
分
）

は
、
２
３
７
兆
円
で
、
国

家
予
算
の
２
倍
以
上
で
す
。

10
年
間GD

P

は
ほ
と
ん

ど
増
え
な
い
な
か
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
大
企
業

に
は
莫
大
な
内
部
留
保
が

積
み
上
が
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

大
企
業
の
純
利
益
の
推

移
を
見
る
と
、
賃
金
が
低

下
す
る
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
、
急
激
に
増
え
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
図
）。
す
な
わ
ち
大
企
業

が
大
き
な
利
益
を
上
げ
、

内
部
留
保
を
蓄
え
て
い
る

の
は
、
賃
金
引
き
下
げ
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

内
部
留
保
は
、
会
社
の

持
つ
資
産
額
で
す
。
増
え

た
資
産
を
雇
用
や
賃
金
、

設
備
投
資
に
回
せ
ば
経
済

は
進
み
ま
す
。
大
企
業
は
、

経
済
再
生
の
た
め
に
社
会

的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

す
。

さ
れ
な
い
の
も
ち
ぐ
は
ぐ

だ
」「
東
京
都
は
28
日
か
ら

酒
を
提
供
す
る
飲
食
店
や

カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
に
、
午

後
10
時
ま
で
の
時
短
営
業

を
求
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

桜
を
見
る
会
疑
惑
。「
前

夜
祭
を
め
ぐ
り
安
倍
氏
側

が
５
年
間
で
８
０
０
万
円

超
を
補
填
し
た
と
さ
れ
、

東
京
地
検
特
捜
部
が
安
倍

前
首
相
の
秘
書
ら
を
事
情

聴
取
し
た
」「
事
実
な
ら
ば

決
議
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
紅
葉
が
見
事
、も
み
じ

は
緑
か
ら
黄
色
、
オ
レ
ン

ジ
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

美
し
い
」

し
た
。
決
定
を
受
け
香
港

政
府
は
民
主
派
議
員
４
人

の
議
員
資
格
失
効
を
発
表
。

こ
れ
に
抗
議
し
て
19
人
の

民
主
派
議
員
は
12
日
、
議

員
を
総
辞
職
し
ま
し
た
。

　

自
由
と
人
権
に
対
す
る

乱
暴
な
抑
圧
は
、
社
会
主

義
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
の

暴
挙
で
す
。
日
本
共
産
党

の
志
位
委
員
長
は
12
日
、

「『
一
国
二
制
度
』
の
形
骸

化
を
さ
ら
に
進
め
る
暴
挙

で
あ
り
、
厳
し
く
非
難
す

る
」
と
表
明
、「
香
港
で
の

人
権
抑
圧
の
中
止
を
重
ね

て
強
く
求
め
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。


